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ある｡ 動脈血 P 0 2 の臨床的意義を明らかにするためには次の三段階の検索が必要と考えられる｡ 即ち,
1. 多数の外科患者について動脈血 P02 の分布状態をしらべること｡
2. 動脈血 P02 の低下 (低酸素血症) の本態を生理学的に分析すること｡
3. 低酸素血症と従来の臨床所見 (胸部聴打診及び胸部Ⅹ線) との関係を明らかにすること｡
第 1の問題に関しては, 臨床的に呼吸器疾患の存在が認められない73名の術前の患者と,29名の肺炎又
は無気肺の症候のある患者との2群の患者について動脈血 P02 で測定した結果, 前者では, 100mmHg
から57mmHgに至る範囲に分布しており, 後者では 70mmHgから34mmHgの範囲に分布しているの
で, 50mmHgと 70mmHgとの間の P02の範囲では両者が混在していることがわかった｡ 従って或る
患者の動脈血 P02 がこの範囲にあればその臨床的意義を明らかにするためには PO2低下のメカニズム
を更に分析することが必要となる｡
そこで次に第 2 段階の検索とし, 各患者について, (1) 安静暗 (2) 深呼吸後 (3) 酸素吸入2 分後
(4) 酸素吸入7分後の4状態において動脈血の血液ガス分析を行なった｡ 対象となった患者は術前若年患
者, 術前老年患者, 術後経過の良好な患者, 術後肺炎又は無気肺を起こした患者等の4 群の患者である｡










べた｡ 開腹術後の低酸素血症は, 多く術後第 1又は第2日目に起こり, 肺下野聴診による無気肺の発見率
は高いが, 時日の経過と共に聴診による異常所見は減少する｡ 一方, 心臓手術後の患者では著しい低酸素
血症が何らの聴診, Ⅹ線の異常所見も伴わずに起こり得ることがわかった｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
術後低酸素血症の本態を明らかにするため著者は次のごとき検討を行なった｡ 1 ) 多数の術後患者動脈






り, 深呼吸時と安静時の Pa02 を比較することにより, 可逆的な無気肺と鑑別しうる｡ また酸素吸入時
の Pa02 の上昇度によって肺気腫等の不均等換気による低酸素血症とも鑑別できた｡ また 3)について
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